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四つのテスト
●真実かどうか　
●みんなに公平か　
●好意と友情を深めるか　
●みんなのためになるかどうか

  ２００９～１０年度
  第２６５０地区のテーマ
『育てよう人』
  国際ロータリー第２６５０地区
  ガバナー　富田謙三
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第46回 6月22日 
通算1511回

第45回 6月15日 
通算1510回
Ｒ.Ｃ.は出席から 1510回　
●会員数         　70名　　
●出席免除者数　　 21名
●出席者数　　　　 50名
●補填者数　　　　　－
●出席率　　　　86.2％

1508回の修正　
●会員数         　70名　　
●出席免除者数　　 21名
●出席者数　　　　 63名
●補填者数　　　　　3名
●出席率　　　　95.4％

会長報告

▼次項へつづく

例会状況報告

１.開会の点鐘　17時30分
２.ソング
　「我等の生業」
３.お客様の紹介
４.会務報告
５.クラブ協議会
　（年間報告）
６.閉会の点鐘　18時30分

例会プログラム

２００９－２０１０／４６

1

6月お誕生日

先日６月１３日に、平方会員の結婚式がありまして、私と副会長の小西さん、それから幹事
の植村さんと３名が、少し遠かったですが九州の小倉まで行って出席してまいりました。大
変華やかで立派な結婚式で、良かったと思います。本来は、今日奥さんを連れて来られると
いうことになっていたのですが、まだこちらに来られてないということですので、また機会
がありましたらご披露があると思います。
もう一点。これは大変残念な事ですが、今年度は退会者ゼロでいこうということで内心期待
をしておったのですが、ついに退会者が出ました。鈴木浩之さんが、６月末をもって退会と
いうことになります。彼は１９９５年から２０１０年の約１５年間色々と活動してきて頂い
た訳ですが、かなり説得致しましたが非常に仕事が忙しいということでなかなか応じて頂け
ず、残念ですが退会を認めるということになりました。
以上で報告を終わります。

臨時総会
（冨川会長）
本日は例会プログラム進行前に、前回予告いたしました通
り、只今から臨時総会を開催し、投票を行いたいと思いま
す。
これは、２６５０地区と５０００地区の友好提携に基づき
まして、我々２６５０地区と５０００地区の姉妹クラブ締
結の可否を判断するものです。只今から投票用紙をお配り
して投票致します。賛成・反対のいずれかに○をして頂き
まして、前にあります投票箱に入れて頂きたいと思います。
尚、総会は会員総数の三分の一の出席をもって成立となります。出席委員長、本日の出席を
お願いたします。
（高辻出席委員長）５０名です。
臨時総会は成立致します。よって、只今から投票を致します。結果は多数決をもって決定と
いうことになっております。今日欠席の方の不在投票という意見もありましたが、そういう
規定はありませんので、本日の出席者のみでの多数決とさせて頂きます。尚、開票につきま
しては例会プログラム終了後、この場で開票しますので、皆様方には暫く残って頂きますよ
うお願い致します。
（投票）（開票）
賛成４０、反対１０です。よって、今後５０００地区ハワイのミリラニ・サンライズクラブ
と姉妹クラブの契約締結にむけて準備を進めてまいります。
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ＲＹＬＡ修了証授与式
・�麹谷　展　様（麹谷瀞会員のご長男）
（４／２３～４／２５ＲＹＬＡ受講）
＜麹谷展様よりご挨拶＞
ご紹介に預かりました麹谷展です。４月２３日～２５日のＲＹＬＡでは非常に貴重な経験をさせて頂いて、本当に有難う
ございました。著名な方々のセミナー、講演を聴かせて頂けるということで、貴重な経験をさせて頂きました。中にはセ
ミナーという聴きっぱなしのもので睡魔との闘いとなってしまった時もありましたが、櫻井よし子さんや、安部晋三元首
相のお話が聴けるという滅多にない機会の、本当に珍しい経験をさせて頂いた、貴重な経験をさせて頂いたと思っており
ます。本当に有難うございました。

委員会報告
小西クラブ管理・運営委員長
第四回目の情報集会のご参加、有り難うございました。大まかな内容を発表したいと思いますが、５班だけがまだ手元に
ありませんので、１～４班の内容でお話したいと思います。
＜今年度を振り返って＞
各班とも親睦委員会が、いままでにない企画をしてくれて大変良かった。社会奉仕委員会、新世代委員会もよく頑張った。
という意見が大多数でしたが、会長・幹事がよく頑張ったという班は１班だけでした。反省として、喜寿の記念品が重複
していた。これはまずかった。出席率100％達成ができなかったのも残念である。奉仕活動も親睦も本当によく頑張ったの
に、「ロータリーの友」に投稿がないので、積極的に投稿すれば良いという意見もありました。
＜第５０００地区ミリナリ・サンライズＲＣとの姉妹クラブ提携について＞
全ての班は前向きな話となっておりますが、全ての班で、もっと事前に情報を提供すべきだったという意見が出ておりま
した。締結するのは良いが、締結した後が大事であるということで、本日の投票結果が非常に見ものだと思っております。
矢追次年度会長
５月８日の地区協議会で、私、会長エレクトの分科会に出席させて頂きました。その内容の記録を一応纏めさせて入れさ
せて頂きまして、本日皆さんの状差しに入れさせて頂いております。時間があれば見て頂ければ有難いな、と思いますの
で宜しくお願い致します。
谷川次年度新世代委員長
一点皆さんに報告とお願でございます。本日次年度の理事会がありまして、来年度の事業と致しまして、奈良市大宮地区
の自治連合会との共催で、水谷修先生を招いて講演会をしようということでご承認を頂きました。期日がちょっと急です
が、７月１７日（土）午前９時～１１時、場所は大宮小学校の体育館でございます。二年前にも主に高校生を対象にして
おりますが、今回この大宮自治連合会からの強い要望もあり、非行の低年齢化ということもあり、また夏休みに入る前に
是非そういう勉強をしておきたいということで、ちょっと急ですが、７月１７日の開催になっております。是非多数の皆
さんご参加頂きますようお願い致します。
山登り同好会より小池会員
来る９月４日５日、大峰山に登りたいと思います。回覧致しますので、申し込みをして頂きたいと思います。是非来て頂
いたら良いと思いますが、装備はきっちりして頂いてＧパンにズックという形で来てもらいますと非常に困りますので、
もし本当に行かれる方がありましたらしっかりと装備して、迷惑のかからないように宜しくお願い致します。
植村幹事
来週２２日はクラブ協議会、年間の反省となっておりますので、各委員長様はご準備お願いたします。
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ニコニコ箱　本日計 68,000円　累計　2,841,500円
奥村隆司　様　多額のニコニコをいただきました。
平方貴之　君　一昨日北九州市において無事に挙式披露宴を終えることができました。冨川さん、小西さん、植村さん、

遠いところ本当に有難うございました。またお祝い祝電等いただきました皆様有難うございました。
麹谷　瀞　君　息子がライラに参加させていただきました。ありがとうございました。
藤野城市　君　平方さんご結婚おめでとうございます。末永く仲良く
中村信清　君　6月25日菅原天満宮で誕生祭及びうそ替え神事を行います。時間があればお越し下さい。お待ちしていま

す。
植倉一正　君　鈴鹿山系の釈迦ヶ岳へ登って来ました。山歩き会の皆さん、お疲れさんでした。また誕生日のお祝いあ

りがとうございます。
佐川　肇　君　サッカーワールドカップ日本代表1勝を記念して。次も勝てば決勝リーグへ・・・さて？
矢追家麻呂君　谷川さん先日はありがとうございました。
有井邦夫　君　退席致します。お許し下さい。
楠原忠夫　君　結婚記念日お祝いありがとうございます。昭和48年6月10日奈良ホテルで挙式。38年目です。
清岡正教　君　誕生日祝い有難うございます。
土谷宗一　君　誕生日の御祝ありがとうございました。
堀内眞治　君　誕生日のお祝いありがとうございます。
藤井正勝　君　ニコニコに協力。

――これからのものづくり――
財団法人南都経済センター　理事長　奥村　隆司氏

　「日本の競争力急落」との報道を最近よく目にする。中国、韓国、台
湾などにも抜かれ、日本企業のものづくりのビジネスモデルが限界に来
たとも言われている。
ＤＲＡＭメモリー、リチウムイオン電池、ＤＶＤプレーヤー等のここ１
０年間の世界市場全体の伸びを見ると、いずれの製品も何倍にも大きく
市場を拡大している。一方、これらの製品の世界市場における日本企業
のシェアを見ると、かつてはいずれの製品も80％～100％という圧倒的
シェアを誇っていたものが、ここ１０年間で見る影もなく大きくシェア
を低下させている。
■�これまでの日本のものづくり
日本のものづくりは、セットメーカー（最終消費者へ製品を販売する製
造業者）を頂点とし、その下に部材、装置等の関連産業からなるピラミッド構造の企業群を形成している点に特徴があ
る。セットメーカー主導のもと、生産工程ごとに小集団での擦り合わせによる品質の作り込みを行うという高水準の品
質管理と、国内ライバル企業との切磋琢磨を通じ、コストと品質で圧倒的な競争力を培ってきた。これが「垂直統合自
前主義の切磋琢磨型」と呼ばれたこれまでの日本企業のビジネスモデルである。
こうした日本企業の圧倒的競争力は諸外国との貿易摩擦や円高を招き、それらの問題を解決するために、欧米での現地
生産や東南アジアでの海外生産が進んだ。しかしこのことが、「生産工程の標準化」「フルターンキー方式と呼ばれる
生産装置の一括供給」そして海外への「ものづくりノウハウの流出」につながることとなった。
さらに「デジタル技術の発展」と「標準技術の確立」が部品のモジュール化を促進し、従来日本企業が得意としていた
擦り合わせによる品質の作り込みによる製造は、単なるモジュールの組み合わせによる製造と品質において大差がない
という状況に至っている。
■�「三位一体」型戦略へ
　こうした流れのなかで世界のビジネスモデルは大きく変化した。現在クローズアップされているのは、欧米企業を中
心とした「三位一体」型戦略と呼ばれるモデルである。
　すなわち、①製品の特徴に応じた急所技術の見極めとその戦略的研究開発、②肝となる独自技術のブラックボックス
化あるいは国際標準化や技術のオープン化といった知的財産の戦略的活用、③市場拡大と収益事業戦略としての適切な
パートナーとの国際分業（ex.欧米企業が基本的な急所技術を押さえ、全体のシナリオを描き、NITS、BRICs企業が格安
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の製品に仕上げ一気に普及させている）、以上の3つのステップを一体とし
た戦略のことである。
　日本企業の知的財産権の保有数は世界トップランクである。今後、この
「三位一体」型戦略を目指し、知財マネージメントをいかに有効に行うか
が課題である。
■�ものづくりから「価値づくり」への転換
　近年、技術的に優れたものづくりをすれば大きな経済的価値に結びつく
とは限らなくなってきており、真の価値を創造するためには「価値づくり」
という視点が必要と言われている。
　ある商品に関して、顧客にとっての価値（顧客が買ってくれる値段）か
ら製品の開発や製造に要した投資・コストを差し引いたものが、「価値づ
くり」の考え方に基づく経済的価値である。
　優れたものづくりが直接価値づくりに結びつかない原因は大きく2つ考え
られる。1つ目の原因は、優れた商品を開発・製造しても競合企業が同様の
ものを製造すれば市場での価値が低下するということであり、2つ目の原因
は、価値づくりは顧客が商品に対してどれだけ対価を支払ってくれるかに
依存しているためである。
　グローバルな競争激化や顧客価値観の複雑化により、この優れた「もの
づくり」と「価値づくり」のミスマッチはますます大きくなってきている。
■�「機能的価値」と「意味的価値」
　ところで、商品には、客観的に評価できる機能の高さがもたらす「機能的価値」と顧客が主観的な基準で価値を決め
る「意味的価値」の2つの価値が存在する。
　客観的な機能だけからもたらされる「機能的価値」のみで商品価値が決っている商品は少なく、顧客は、商品全体の
イメージ、品質管、デザインなどを総合的かつ主観的に判断して「意味的価値」により自分が支払う金額を決めている
ことが多い。
　この「意味的価値」は、顧客の好みや感性、あるいは顧客が抱える固有の問題といった顧客の置かれている状況や背
景から生じるが、年々この「意味的価値」のウェイトは高まっており、商品の価値の多くを担っている。
　そして「機能的価値」には物理的限界がありすぐに行き詰るが、「意味的価値」に限界はなく、創意工夫によりいく
らでも増大させることができる。
　真の価値づくりを実現するためには、顧客の主観に訴えかけるこの「意味的価値」に注目し、優れたものづくりを競
合企業との差別化に結び付け、その差別化から生じる独自性に対して顧客が大きな対価を支払ってくれるような顧客価
値を作ることが必要である。

6月お誕生日・結婚記念日
お誕生日
２日　　土谷　宗一     
５日　　山本　直明
14日　　金星　昇      
23日　　小川　祥夫
25日　　清岡　正教    
25日　　水野　憲治
27日　　堀内　眞治     
28日　　植倉　一正

結婚記念日
10日　　楠原　忠夫     
12日　　福本　良平

次週の例会
6月29日　友愛例会

第4回情報集会　まとめ
クラブ管理運営委員会     委員長　小西　敏文
テーマ①「今年度を振り返って」
・本年度は各奉仕委員会が良く頑張った。
・親睦委員会が今までにない企画をしてくれて大変よかった。
・友好クラブとの合同例会も大変よかった。
・出席率100％達成できなかったのが残念である。
・出席免除規定の廃止を望む。
・奉仕活動も親睦も皆、頑張ったのにロータリーの友に投稿がない。
  積極的に投稿すればよい。
・クラブ活動については「ロータリーの友」を必読する事。

テーマ②「ハワイ5000地区ミリラニ・サンライズR.Cとの
         姉妹クラブ締結について」
・海外クラブと締結するのは良いことだ。
・幅広い人々と交流することで人間の幅も広くしたい。
・締結した後が大切である。
・事前に情報をもっと提供するべきだ。
・姉妹クラブ締結までに活動内容を明確に。


